
正直、何をすれば良いかなんて分からないけれど、子どもたちの未来のために僕らは動き始めます！！（写真：自然体験・ドラム缶風呂）

100 プロ
地域の児童数を100人に！

地域の魅力を発信する（写真：写真展＆カレンダープロジェクト）
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広島県 北広島町（きたひろしまちょう）
団体名▶100プロ
所在地▶〒731-2102 広島県山県郡北広島町岩戸1133-1
連絡先▶TEL：070-9005-1634
　　　　E-mail：1973ryozan903@gmail.com
【交通のご案内】
自動車▶浜田自動車道　大朝 ICより約 10分
鉄　道▶JR可部線利用
　　　　広島駅から可部駅まで約45分
　　　　可部駅から、車で約1時間
飛行機▶広島空港から車で約1時間 30分

結婚・移住・子育て、不安がない人なんていないよね。
おいしいご飯を食べて、気軽におしゃべりしながら、
新たなコミュニティーを楽しもう♪（写真：女子会
プロジェクト）

かつて校庭にあった木を使って「しおり」を製作。
地域の卒業生にプレゼント（写真：しおりプロジェ
クト）

夏・火起こし、川遊び、ドラム缶風呂＆冬・雪遊び。
体験して育つ子供たち！（写真：自然体験プロジェ
クト・火起こし体験）

●国勢調査人口 （単位：人）

市町村名 昭和35年 昭和 55年 平成 12年 平成 22年 平成 27年 令和 2年
北広島町 35,696 23,743 21,929 19,969 18,918 17,763

●人口増減率 （単位：％）

市町村名 R2/S35 R2/S55 R2/H12 R2/H22 R2/H27
北広島町 -50.2 -25.2 -19.0 -11.0 -6.1

●高齢者・若年者比率（R2年） （単位：％）

市町村名 高齢者比率 若年者比率
北広島町 39.12 12.66

広島県北広島町広島県北広島町
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　平成30年に新庄小学校の保護者であった３人が、このま
までは小学校の児童数が減少し、3年後にはすべての学級が
複式になるという状況を防ぐため、10年後の児童数を100
人に増やすことを目的に立ち上げたのが本団体である。
　現在は旧大朝町全体の児童数を増やす活動に広がってお
り、若年層から高齢者までの幅広いメンバー約60人が参加
する。団体内に役職は設けず、やってみたい人が「この指と
まれ」方式にてチームを組みながら、自由に活動を行ってい
る。
　「魅力ある地域、魅力ある教育、住む場所」というテーマ
を基に情報発信し、この地域ならではの「人の好さ・自然・
風景」を活かしながら、自然体験プロジェクト・移住者を孤
独にさせないための女子会プロジェクト・カレンダー＆写真
展プロジェクトなど、子育て世代をはじめ若者の移住・定住
者を増やす活動を行っており、地域団体や学校との連携、交
流人口・関係人口の創出に取り組んでいる。

　100プロとは、地域の子どもを100人に増やすことを目的にしたプ
ロジェクトである。当時小学校の生徒が年々減少しており、小学校のＰ
ＴＡを務めていた保護者など当事者意識を持った3人が危機感を覚え、
立ち上がったのがはじまりで、地域の住民や移住者、小中高校といった
多彩なプレーヤーとともにプロジェクトを展開している。
　現在は若い世代から高齢者まで幅広いメンバー 60人が参加してお
り、なかでも評価できる点は大きく3点挙げられる。
　1点目は、役職に縛られないチームのつくり方である。自然体験や、
地域自慢の写真カレンダー＆写真展、エコマーケットや工作教室、人材
バンクといった 8つのプロジェクトが立ち上がっているが、「やりたい
人がリーダー」との言葉通り、「この指とまれ」方式による、やりたい
人がやりたいプロジェクトを楽しんで実践している。そこに集うゆるや
かなネットワークが 100プロを形成している。ヒエラルキー型とは異
なるフラット型ともいえる現代らしいチームのつくり方であり、だから
こそ無理なく続けることができているのではないかと考えられる。
　2点目は、活動をするに当たって、活動の年間計画をつくっていな
いことである。それは活動を義務化すると楽しくなくなるからであり、
徹底して「やりたい」「楽しい」「ワクワク」の 3点を大切にしている。
そのことによって、新旧のさまざまなプレーヤーとつながり、輪が広がっ
ていっている点も興味深い。
　3点目、活動を開始してから10年後である2028年に活動をいった
ん区切るとしている点も、重要な視点であると考えられる。10年とい
う一定の期間を見据えてゴールを区切る方が、しっかりと集中して取り
組んでいけるという思いからだという。
　以上のチームのつくり方、楽しさを大切にする、ゴールを区切る、こ
の 3点だけでも持続的に地域で活動を続けていくエッセンスが詰まっ
ていると言えるのではないだろうか。「ワクワクするところに人は集ま
る」ということを体現している。
　今後のビジョンには、活動を次世代につなげていくためにも「創造家
をつくる」と掲げ、人材育成に力を入れることや、夢を堂々と語れる地
域づくりを進めるとしている。このビジョンについても、これからの過
疎地域を考える上で非常に本質的なあり方を示していると考えられ、評
価したい。

◆評価のポイント

◆事例の概要
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